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六
七

一
、
は
じ
め
に

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
古
典
教
材
の
授
業
づ
く
り
に
、
当
該
古
典
作
品
の
諸
本
（
写
本
・

板
本
）
を
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
き
た
。
教
科
書
の
本
文
を
含
め
た
活
字
本
の
危

う
さ
を
説
き
、
積
極
的
に
写
本
や
板
本
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
典
教
材
の
新
た

な
読
解
を
う
な
が
し
、
そ
れ
を
授
業
に
活
か
す
方
法
に
つ
い
て
発
信
し
て
き
た
。
そ
の

際
、
特
に
定
番
教
材
『
平
家
物
語
』（
第
二
学
年
配
当
）、『
徒
然
草
』（
同
）、『
お
く
の

ほ
そ
道
』（
第
三
学
年
配
当
）
を
取
り
上
げ
た
（
１
）。
ま
た
、
純
粋
な
古
典
教
材
で
は
な

い
が
、
こ
れ
も
ま
た
定
番
の
翻
訳
教
材
で
あ
る
、
魯
迅
『
故
郷
』（
第
三
学
年
配
当
）

も
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
（
２
）。
定
番
教
材
な
ら
ば
、
日
本
中
の
ど
こ
の
中
学
校
に

お
い
て
も
、
通
常
授
業
の
所
定
の
時
間
数
の
中
で
、
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
、
古
典
教
材
に
は
、
右
に
掲
げ
た
如
き
古
文
分
野
の
教
材
が
あ
る
一
方
で
、
漢

文
分
野
の
教
材
も
採
択
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
同
様
に
定
番
教
材
で
あ
る

『
論
語
』
を
取
り
上
げ
、
新
た
な
授
業
づ
く
り
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

二
、
中
学
校
に
お
け
る
漢
文
教
材

　
『
論
語
』
の
検
討
に
入
る
前
に
、
現
行
の
中
学
校
教
科
書
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

漢
文
教
材
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
概
観
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
第
一
学
年
で
は
「
故
事
成
語
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
学
校
図
書
・
教
育
出

版
・
三
省
堂
・
東
京
書
籍
・
光
村
図
書
、
五
社
す
べ
て
で
『
韓
非
子
』
の
「
矛
盾
」
が

採
択
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
以
外
は
学
校
図
書
に
の
み
『
孟
子
』
の
「
五
十
歩
百
歩
」
が

採
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
教
育
出
版
の
出
典
は
『
漢
文
大
系
』（
冨
山
房
）、
東
京

書
籍
・
光
村
図
書
の
出
典
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）
で
あ
る
。
学
校
図
書
・

三
省
堂
に
は
出
典
表
示
が
な
か
っ
た
。

　

次
に
、
第
二
学
年
・
第
三
学
年
で
は
、
教
科
書
に
よ
っ
て
『
論
語
』
か
漢
詩
に
分
か

れ
て
い
る
。
次
下
の
如
く
で
あ
る
。

学
校
図
書
『
中
学
校
国
語
』

二
年　

�『
論
語
』　

為
政
篇
「
吾
十
有
五
而
」、
同
「
学
而
不
思
則
罔
」、
同
「
知
之
為
知

之
」、
衞
霊
公
「
己
所
不
欲
」

　
　
　

※
出
典
／
未
詳

三
年　

�

漢
詩　

杜
甫
「
春
望
」、
王
維
「
送
元
二
使
安
西
」、
李
白
「
静
夜
思
」

　
　
　

※
出
典
／
未
詳

教
育
出
版
『
伝
え
合
う
言
葉 

中
学
国
語
』

二
年　

�『
論
語
』　

学
而
篇
「
学
而
時
習
之
」、
為
政
篇
「
知
之
為
知
之
」、
顔
淵
篇
「
己

所
不
欲
」

　
　
　

※
出
典
／
漢
文
大
系

三
年　

�
漢
詩　

李
白
「
黄
鶴
楼
」、
孟
浩
然
「
春
暁
」、
杜
甫
「
春
望
」、
良
寛
「
擔
薪

下
翠
岑
」

　
　
　

※
出
典
／
『
漢
文
大
系
』、『
定
本
良
寛
全
集
』（
中
央
公
論
新
社
）

『
論
語
』
の
新
た
な
授
業
づ
く
り
の
方
法

― 

学
而
篇
の
訓
読
法
を
中
心
に 

―

鈴　
　

木　
　
　
　

恵

�

二
〇
二
〇
・
九
・
一
一　

受
理
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六
八

三
省
堂
『
現
代
の
国
語
』

二
年　

�

漢
詩　

孟
浩
然
「
春
暁
」、
李
白
「
黄
鶴
楼
」、
杜
甫
「
春
望
」

　
　
　

※
出
典
／
『
漢
詩
選
』（
集
英
社
）、『
新
釈
漢
文
大
系
』

三
年　

�『
論
語
』　

為
政
篇
「
吾
十
有
五
而
」、
同
「
温
故
而
知
新
」、
衞
霊
公
「
己
所
不

欲
」、
学
而
篇
「
学
而
時
習
之
」

　
　
　

※
出
典
／
新
釈
漢
文
大
系

東
京
書
籍
『
新
編 
新
し
い
国
語
』

二
年　

漢
詩　

李
白
「
黄
鶴
楼
」、杜
甫
「
春
望
」、柳
宗
元
「
江
雪
」、王
翰
「
涼
州
詞
」

　
　
　

※
出
典
／
『
漢
文
大
系
』、『
漢
詩
大
系
』（
集
英
社
）、
未
詳
の
も
の
あ
り

三
年　

�『
論
語
』　

学
而
篇
「
巧
言
令
色
」、
子
路
篇
「
君
子
和
而
不
同
」、
為
政
篇
「
学

而
不
思
則
罔
」、
衞
霊
公
「
過
而
不
改
」、
同
「
己
所
不
欲
」

　
　
　

※
出
典
／
新
釈
漢
文
大
系

光
村
図
書
『
国
語
』

二
年　

漢
詩　

孟
浩
然
「
春
暁
」、
杜
甫
「
絶
句
」、
李
白
「
黄
鶴
楼
」、
杜
甫
「
春
望
」

　
　
　

※
出
典
／
未
詳

三
年　

�『
論
語
』　

学
而
篇
「
学
而
時
習
之
」、
為
政
篇
「
温
故
而
知
新
」、
同
「
学
而
不

思
則
罔
」、
雍
也
篇
「
知
之
者
」

　
　
　

※
出
典
／
新
釈
漢
文
大
系

　

す
な
わ
ち
、
学
校
図
書
と
教
育
出
版
の
二
社
が
、
第
二
学
年
に
『
論
語
』、
第
三
学

年
に
漢
詩
を
配
置
す
る
の
に
対
し
て
、
三
省
堂･

東
京
書
籍･

光
村
図
書
の
三
社
が
、

そ
の
反
対
に
第
二
学
年
に
漢
詩
、
第
三
学
年
に
『
論
語
』
を
配
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
配
置
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
一
学
年
の

「
故
事
成
語
」
ほ
ど
の
画
一
性
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、『
論
語
』
も
漢
詩
も
、
や
は
り

一
見
し
て
共
通
教
材
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
も
、
中
国
三
千
年
（
あ
る
い
は
四
千
年
）
な
ど
と
言
い
、
中
国
の
長
い
歴
史
を

強
調
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
文
教
材
と
し
て
採
録
さ
れ
る
の
は
、
散
文
で
は
唯
一

春
秋
時
代
の
『
論
語
』、
韻
文
で
は
ほ
ぼ
唐
代
の
漢
詩
数
編
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
（
３
）。

　

古
典
教
材
で
も
、
古
文
分
野
に
つ
い
て
は
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
、
韻
文
あ

り
散
文
あ
り
で
、
そ
れ
な
り
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
と
漢
文
分
野
に
限
れ
ば
、
極
め
て
狭
い
範
囲
の
教
材
し
か
用
意
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
出
典
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
教
科
書
で
明
示
さ
れ
て
い
た
が
、
未
詳
の

も
の
も
あ
っ
た
。
特
に
学
校
図
書
の
教
科
書
に
は
、
第
一
学
年
か
ら
第
三
学
年
に
至
る

ま
で
、
全
く
出
典
表
示
が
な
か
っ
た
。
提
示
さ
れ
た
本
文
が
ど
こ
か
ら
採
ら
れ
た
の
か
、

何
に
依
拠
し
た
の
か
を
明
示
す
る
こ
と
は
、
最
低
限
の
義
務
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち

な
み
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
論
語
』
に
つ
い
て
は
、
教
育
出
版
が
『
漢
文
大
系
』、

三
省
堂
・
東
京
書
籍
・
光
村
図
書
は
、何
れ
も
『
新
釈
漢
文
大
系
』
が
出
典
で
あ
っ
た
（
４
）。

三
、
教
科
書
に
お
け
る
『
論
語
』

　

さ
て
、
教
科
書
に
お
け
る
『
論
語
』
で
あ
る
が
、
前
節
に
見
た
よ
う
に
、
各
社
で
共

通
す
る
教
材
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

学
校
図
書
・
教
育
出
版
・
三
省
堂
・
東
京
書
籍
四
社
で
採
ら
れ
て
い
る
、
顔
淵
篇
な

い
し
衛
霊
公
の
「
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、
学
校
図
書
・

東
京
書
籍
・
光
村
図
書
三
社
の
為
政
篇
「
学
而
不
思
則
罔
。
思
而
不
学
則
殆
。」、
教
育

出
版
・
三
省
堂
・
光
村
図
書
三
社
の
学
而
篇
「
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。」、
続
い
て
、

学
校
図
書
・
教
育
出
版
二
社
の
為
政
篇
「
知
之
為
知
之
、
不
知
為
不
知
。
是
知
也
。」、

三
省
堂
・
光
村
図
書
二
社
の
為
政
篇
「
温
故
而
知
新
、
可
以
為
師
矣
。」、
学
校
図
書
・

三
省
堂
二
社
の
為
政
篇
「
吾
十
有
五
而
志
于
学
」
で
あ
っ
て
、そ
れ
以
外
の
学
而
篇
「
巧

言
令
色
、
鮮
矣
仁
。」、
子
路
篇
「
君
子
和
而
不
同
。
小
人
同
而
不
和
。」、
衛
霊
公
「
過

而
不
改
、
是
謂
過
矣
。」
は
東
京
書
籍
一
社
の
み
、
雍
也
篇
「
知
之
者
、
不
如
好
之
者
。」

は
光
村
図
書
一
社
の
み
で
あ
っ
た
。
東
京
書
籍
の
教
科
書
に
は
比
較
的
独
自
性
が
う
か

が
わ
れ
る
が
、
他
は
大
同
小
異
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
総
じ
て
、「
学
問
」「
知
識
」

「
思
考
」「
行
動
」
に
関
す
る
内
容
が
多
く
、
中
学
生
の
年
齢
に
相
応
す
る
章
句
が
選
択

さ
れ
て
い
る
点
、
一
定
の
配
慮
、
方
針
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、『
論
語
』
と
孔
子
に
つ
い
て
は
、
各
教
科
書
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。『
論
語
』
は
〈
冒
頭
〉
な
い
し
〈
末
尾
〉
の
文
に
、
孔
子
は
〈
脚
注
〉
に
概
説

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
試
み
に
、
共
通
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
そ
う
な

文
言
に
右
傍
線
を
付
し
、
特
記
事
項
に
波
線
を
付
し
て
み
た
。
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六
九

学
校
図
書　

〈
冒
頭
〉

　
　

�
二
千
五
百
年
ほ
ど
前
、
中
国
は
戦
乱
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
権
力
を
巡
っ
て
、
親

子
が
殺
し
合
い
、
王
と
家
臣
が
殺
し
合
う
悲
し
い
現
実
の
中
で
、
社
会
の
秩
序
と

人
間
の
生
き
方
を
説
き
続
け
た
男
た
ち
が
い
ま
し
た
。
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
で

す
。
そ
の
言
行
は
時
間
や
空
間
を
超
え
て
、
朝
鮮
半
島
や
日
本
に
も
伝
わ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
々
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
に
影
響
を
与
え
続
け
ま
し

た
。
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
厳
し
い
思
索
か
ら
生
ま
れ
た
「
信
」「
礼
」
な
ど

の
言
葉
は
、
今
も
暮
ら
し
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。

〈
脚
注
〉

　
　

孔
子　

春
秋
時
代
（
前
七
七
〇
～
前
四
〇
三
年
）
の
思
想
家
。

　
　

子　
　

子
は
先
生
。
孔
子
の
こ
と
。

　
　

�

為
政　

論
語
は
、
全
二
十
編
に
分
か
れ
て
い
て
、
為
政
は
衛
霊
公
な
ど
と
共
に
、

そ
の
編
名
。

〈
末
尾
〉

　
　

�

春
秋
時
代
の
中
国
の
思
想
家
孔
子
と
、
そ
の
弟
子
た
ち
の
言
行
や
問
答
を
記
録
し

た
も
の
。
孔
子
は
紀
元
前
四
七
九
年
に
没
し
た
が
、
死
後
、
二
百
年
以
上
た
っ
た

漢
の
時
代
に
成
立
し
た
。
日
本
に
は
西
暦
二
八
五
年
に
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

教
育
出
版　

〈
冒
頭
〉

　
　

�

今
か
ら
二
千
五
百
年
以
上
も
昔
、
中
国
で
孔
丘
と
い
う
思
想
家
が
活
躍
し
ま
し
た
。

一
般
的
に
、「
孔
先
生
」
と
い
う
意
味
で
「
孔
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
彼
と

弟
子
た
ち
の
言
行
を
記
録
し
た
書
物
が
『
論
語
』
で
す
。『
論
語
』
は
、
人
間
の

あ
る
べ
き
姿
を
追
求
す
る
書
物
と
し
て
、
中
国
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
は
じ
め
と

し
て
、
数
多
く
の
国
々
で
読
み
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

〈
脚
注
〉

　
　

�

孔
子　

前
五
五
一
頃
―
前
四
七
九
、
中
国
古
代
の
思
想
家
。
姓
は
「
孔
」
各
地
を

旅
し
な
が
ら
自
ら
が
理
想
と
す
る
政
治
を
説
い
た
。
晩
年
は
、
弟
子
た
ち
の
教
育

に
力
を
注
い
だ
。

三
省
堂　

〈
冒
頭
〉

　
　

�『
論
語
』
は
、
今
か
ら
二
千
五
百
年
以
上
前
の
中
国
の
思
想
家
、
孔
子
と
そ
の
弟

子
た
ち
の
言
行
録
で
あ
り
、
仁
（
真
心
、
思
い
や
り
）
を
中
心
に
し
た
儒
教
の
思

想
を
記
し
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
、

多
く
の
人
々
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
影
響
を
与
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

〈
脚
注
〉

　
　

�

孔
子　
［
前551

頃
～
前479

］
春
秋
時
代
の
魯
（
現
在
の
山
東
省
の
西
部
に
あ
っ

た
国
）
の
人
。
諸
国
を
巡
っ
て
、
政
治
や
道
徳
の
思
想
を
広
め
よ
う
と
し
た
が
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
晩
年
は
故
郷
で
弟
子
た
ち
の
教
育
に
専
念
し
た
。

　
　

�

為
政　

編
の
名
称
。
各
編
の
名
称
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
初
め
の
句
ま
た
は
次
の
句
の

数
文
字
が
そ
の
ま
ま
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
子
曰
は
く
」
で
始
ま
る
も

の
は
そ
の
部
分
を
除
く
。「
衛
霊
公
」「
学
而
」
も
同
様
。

東
京
書
籍　

本
文
出
典
・
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）

〈
冒
頭
〉

　
　

�「
論
語
」
は
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
言
行
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。
孔
子
は

古
代
中
国
の
魯
の
国
に
生
ま
れ
た
思
想
家
で
、
役
人
と
し
て
魯
の
君
主
に
仕
え
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
人
間
が
互
い
に
愛
情
を
も
っ
て
接
し
合
い
、
人
格
や
道
徳

を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
の
中
が
平
和
に
治
ま
る
と
い
う
こ
と
を
理
想
と
し
、

そ
れ
を
諸
侯
に
説
い
て
回
り
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
顔
淵
・
子
路
な
ど
、
多
く
の
優
れ
た
弟
子
を
育
て
、
そ
の
理
想
は
、
儒
教

と
し
て
次
第
に
広
く
人
々
の
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
論
語
」
は
、

古
く
か
ら
我
が
国
に
も
伝
え
ら
れ
、
日
本
人
が
思
考
し
た
り
行
動
し
た
り
す
る
際

の
規
範
と
し
て
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

〈
脚
注
〉

　
　

孔
子　

前
五
五
一
年
頃
～
前
四
七
九
年　

字
は
仲
尼
。
古
代
中
国
の
思
想
家
。

　
　

魯　

前
十
一
世
紀
頃
成
立
。
儒
教
の
中
心
地
。

　
　

�

仁　

自
分
を
律
し
、
他
者
を
い
た
わ
る
心
。
儒
教
に
お
け
る
最
高
の
徳
目
・
規
範
。

義
・
礼
・
智
・
信
と
と
も
に
五
常
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

光
村
図
書　

本
文
出
典
・
新
釈
漢
文
大
系
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〈
冒
頭
〉

　
　

�「
論
語
」
は
、
中
国
古
代
の
思
想
家
・
孔
子
と
、
そ
の
弟
子
た
ち
の
言
行
録
で
あ
る
。

弟
子
た
ち
は
師
の
言
葉
を
、
励
ま
し
と
し
て
、
あ
る
い
は
戒
め
と
し
て
、
よ
り
ど

こ
ろ
に
し
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
言
葉
を
後
世
に
残
そ
う
と
編
ま
れ
た

も
の
が
「
論
語
」
と
い
う
書
物
で
あ
る
。「
論
語
」
に
収
め
ら
れ
た
短
い
言
葉
の

中
に
は
、
人
間
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
鋭
い
観
察
や
深
い
思
索
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。だ
か
ら
こ
そ
、二
千
五
百
年
以
上
前
の
言
葉
が
今
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
の
だ
。

〈
脚
注
〉

　
　

�

子　

男
子
に
対
す
る
敬
称
。
こ
こ
で
は
、
孔
子
の
こ
と
を
指
し
て
「
先
生
」
と
い

う
ほ
ど
の
意
に
用
い
て
い
る
。

〈
末
尾
〉

　
　

�

孔
子
（
前
五
五
一
？
―
前
四
七
九
）
は
中
国
古
代
の
思
想
家
で
、
人
格
や
道
徳
を

高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
を
治
め
る
こ
と
を
理
想
と
し
た
。
そ
の
思
想
は「
論
語
」

に
よ
っ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
学
問
や
思
想
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、大
略
「
論
語
」
は
「
中
国
古
代
」「
二
千
五
百
年
以
上
前
」「
春
秋
時
代
」

の
「
魯
の
国
」
の
「
思
想
家
」「
孔
子
」「
前
五
五
一
頃
―
前
四
七
九
」
と
「
そ
の
弟
子

た
ち
」
の
「
言
行
録
」
で
、「
全
二
十
編
」
か
ら
成
り
、「
孔
子
」
の
「
死
後
、
二
百
年

以
上
た
っ
た
漢
の
時
代
に
成
立
」
し
た
。「
日
本
に
は
西
暦
二
八
五
年
に
伝
わ
っ
た
」

と
さ
れ
、「
儒
教
」
の
「
五
常
」
と
言
わ
れ
る
「
仁
」「
義
・
礼
・
智
・
信
」
を
中
心
に

据
え
、
多
く
の
人
々
の
「
も
の
の
見
方
・
考
え
方
に
影
響
を
与
え
」
た
、
の
如
く
に
ま

と
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
、「
二
千
五
百
年
以
上
前
」「
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
」
の
「
言
行
録
」
と
い
う

こ
と
が
喧
伝
さ
れ
る
あ
ま
り
、
春
秋
時
代
の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
と
受

け
取
ら
れ
て
い
る
節
が
あ
る
。
令
和
元
年
度
・
新
潟
大
学
教
育
学
部
附
属
長
岡
校
園
教

育
研
究
協
議
会
に
お
け
る
、
中
学
校
二
年
三
組
（
国
語
科
）
の
公
開
授
業
で
も
、
単
元

名
を
「
二
千
五
百
年
前
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
、
二
千
五
百
年
前
と
現
代
と
を

一
挙
に
結
び
付
け
る
『
論
語
』
の
研
究
授
業
が
行
わ
れ
た
（
５
）。
現
場
の
多
く
は
、
ほ

ぼ
同
様
の
如
く
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
学
校
図
書
の
教
科
書
に
は
、
実
は
『
論
語
』
は
「（
孔
子
の
）
死
後
、

二
百
年
以
上
た
っ
た
漢
代
に
成
立
し
た
」
こ
と
、「
日
本
に
は
西
暦
二
八
五
年
に
伝
わ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
、「
全
二
十
編
」
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、

中
国
に
お
け
る
『
論
語
』
の
成
り
立
ち
や
日
本
へ
の
伝
来
の
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る

点
、
そ
れ
な
り
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
論
語
』
の
内
容
に
関
し
て
、
東

京
書
籍
の
教
科
書
脚
注
に
は
、
儒
教
の
徳
目
「
仁
」「
義
・
礼
・
智
・
信
」（
五
常
）
の

記
述
が
見
ら
れ
た
。
学
校
図
書
は
「
信
」「
礼
」、
三
省
堂
は
「
仁
」
の
み
（
そ
れ
ぞ
れ

冒
頭
の
文
で
）
触
れ
て
お
り
、
教
育
出
版
・
光
村
図
書
に
は
、
か
か
る
記
述
は
皆
無
で

あ
っ
た
。
儒
教
の
徳
目
に
つ
い
て
の
既
述
が
な
け
れ
ば
、
一
体
『
論
語
』
の
中
身
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
全
く
説
明
し
て
い
な
い
の
と
同
然
で
あ
る

四
、『
論
語
』
と
孔
子

　

そ
れ
で
は
、『
論
語
』
と
は
ど
の
よ
う
な
書
物
で
、
孔
子
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で

あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、『
論
語
』
教
材
の
出
典
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
、『
新
釈
漢
文
大

系
』
の
解
説
を
掲
載
し
よ
う
と
考
え
た
が
、
そ
の
記
述
は
あ
ま
り
に
長
大
か
つ
詳
細
に

亘
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
さ
ほ
ど
の
専
門
性
は
必
要
な
い
た
め
、
電
子
辞
書
に

も
登
録
さ
れ
て
い
る
、
一
般
的
な
百
科
事
典
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
と
国

語
辞
典
『
広
辞
苑
』（
第
七
版
）
に
よ
る
こ
と
と
し
た
（
６
）。
次
に
引
用
す
る
。

『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』

　
『
論
語
』

　
　

�

中
国
、
儒
教
の
根
本
文
献
。
20
編
。
孔
子
と
そ
の
門
弟
と
の
問
答
を
主
と
し
、
孔

子
の
行
為
、
そ
の
高
弟
の
言
葉
を
合
せ
て
記
録
し
て
お
り
、
孔
子
の
教
え
を
伝
え

る
最
も
確
実
な
古
文
献
。
短
い
文
章
の
間
に
、
孔
子
の
人
物
、
道
徳
説
樹
立
の
苦

心
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る
弟
子
た
ち
の
勉
学
の
様
子
な
ど
が
ま
ざ
ま
ざ
と
偲
ば

れ
る
。
そ
の
編
者
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る
が
、
孫
弟
子
以
後
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
し
か
も
上
論 (

前
半
部
の
10
編) 

と
下
論
と
で
は
文
体
に
相
違
が
あ
る

の
で
、
何
人
か
の
編
集
で
あ
る
。
前
漢
時
代
に
は
、
斉
論
、
魯
論
、
古
論
、
そ
の

ほ
か
、
多
少
の
相
違
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
前
一
世
紀
の
人
張
萬

が
校
定
し
、
さ
ら
に
後
漢
の
鄭じ

よ
う

玄げ
ん 

が
校
定
し
て
現
存
す
る
『
論
語
』
の
本
文
が

定
ま
っ
た
。
魏
の
何か

晏あ
ん 

の
『
論
語
集
解
』 (

古
注
と
い
う) 

が
久
し
く
行
わ
れ
て
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七
一

い
た
。
そ
の
後
続
々
注
釈
書
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
な
か
で
も
宋
の
朱
子
の

『
論
語
集
注
』 (

新
注
と
い
う) 

が
最
も
広
く
行
わ
れ
た
。
日
本
に
は
中
国
文
化
渡

来
の
最
初
に
来
た
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
の
す
ぐ
れ
た
注
釈
書
も
多
い
。 

　

孔
子

    〔
生
〕
前
551　

 

曲
阜　
〔
没
〕
前
479　

　
　

�

中
国
、
春
秋
時
代
の
学
者
、
思
想
家
。
儒
教
の
祖
。
名
は
丘
。
字
は
仲ち

ゆ
う
じ尼

。
諡

お
く
り
なは

至
聖
文
宣
王
な
ど
。
先
祖
は
公
族
で
あ
っ
た
が
家
は
き
わ
め
て
貧
し
く
、
魯
に
仕

え
大
司
寇
と
な
っ
た
が
権
力
者
と
衝
突
し
、
56
歳
か
ら
十
余
年
間
魯
を
去
っ
て
諸

国
を
歴
遊
し
た
。
諸
侯
に
道
徳
的
政
治
の
実
行
を
説
い
た
が
用
い
ら
れ
ず
、
晩
年

は
魯
で
弟
子
の
教
育
と
著
述
に
専
念
し
、『
春
秋
』
や
そ
の
他
儒
家
の
経
典
を
著

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。『
論
語
』は
孔
子
と
そ
の
弟
子
と
の
言
行
録
で
あ
る
。
堯
、舜
、

文
王
、
武
王
、
周
公
旦
ら
を
尊
崇
し
、
古
来
の
思
想
を
大
成
し
、
為
政
者
の
徳
に

よ
っ
て
民
衆
を
教
化
す
る
徳
治
主
義
を
根
幹
と
し
、
周
の
遺
制
た
る
礼
楽
制
度
に

よ
る
周
へ
の
復
古
を
説
い
た
。
そ
の
教
え
は
、
儒
教
と
し
て
中
国
思
想
の
根
幹
と

な
り
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

『
広
辞
苑
』（
第
七
版
）

　
『
論
語
』

　
　

�

四
書
の
一
つ
。
孔
子
の
言
行
や
、
孔
子
の
弟
子
た
ち
と
の
問
答
を
収
録
し
た
書
。

20
篇
。
学
而
篇
よ
り
堯
曰
篇
に
至
る
。
弟
子
た
ち
の
記
録
し
た
も
の
に
始
ま
り
、

漢
代
に
集
大
成
。
孔
子
の
説
い
た
理
想
的
秩
序
「
礼
」
の
姿
、理
想
的
道
徳
「
仁
」

の
意
義
、
政
治
・
教
育
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
が
生
き
生
き
と
述
べ
ら
れ
る
。
日

本
に
は
応
神
天
皇
の
時
に
百
済
よ
り
伝
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
『
論
語
集
解
』

　
　

�「
論
語
」
の
注
釈
書
。
曹
魏
の
何か

晏あ
ん

撰
。
10
巻
。
漢
代
諸
家
の
説
を
集
め
る
。
完

備
し
た
論
語
の
注
と
し
て
最
古
。
皇こ

う
か
ん侃

の
疏
が
日
本
の
足
利
学
校
に
伝
わ
る
。
の

ち
宋
の
邢け

い
へ
い昺

の
疏
を
付
加
。
朱し

ゆ

熹き

の
集し

つ
ち
ゆ
う注

（
新
注
）
に
対
す
る
古
注
。

　
『
論
語
集
注
』

　
　

朱し
ゆ

熹き

の
「
論
語
」
注
釈
書
。
四
書
集
注
の
一
つ
。
新
注
。

　

孔
子

　
　

�

中
国
、
春
秋
時
代
後
期
の
学
者
・
思
想
家
。
儒
家
の
祖
。
名
は
丘
。
字
は
仲ち

ゆ
う
じ尼

。

魯
の
昌
平
郷
陬す

う
ゆ
う邑

（
山
東
省
曲
阜
）
に
生
ま
れ
る
。
文
王
・
武
王
・
周
公
ら
を
尊

崇
し
、
礼
を
理
想
の
秩
序
、
仁
を
理
想
の
道
徳
と
し
、
孝こ

う

悌て
い

と
忠

ち
ゆ
う

恕じ
よ

を
理
想
達
成

の
根
底
と
し
た
。
魯
に
伝
え
た
が
容
れ
ら
れ
ず
、
諸
国
を
歴
遊
し
て
治
国
の
道
を

説
く
こ
と
十
余
年
、
用
い
ら
れ
ず
、
帰
国
し
て
教
育
と
著
述
と
に
専
念
。
そ
の
思

想
や
言
動
は
言
行
録
「
論
語
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
後
世
、
文
宣
王
・
至
聖
文
宣

王
と
諡

お
く
り
なさ

れ
、
ま
た
至
聖
先
師
と
呼
ば
れ
る
。（
前
551
～
前
479
）

　

以
上
の
如
く
で
あ
る
。

　

前
節
で
ま
と
め
た
、
教
科
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
的
な
文
言
は
、
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、『
論
語
』
の
成
立
に
絡
ん
で
、
前
漢
時
代
に
は
、
斉
論
、

魯
論
、
古
論
な
ど
の
「
論
語
」
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
張
萬
・
鄭
玄
が
校
定

し
て
今
の
よ
う
な
本
文
が
定
ま
っ
た
こ
と
、（
し
か
し
そ
れ
は
今
に
伝
わ
ら
ず
）
三
国
・

魏
の
何
晏
が
諸
家
の
説
を
集
め
て
『
論
語
集
解
』（
古
注
）
を
撰
述
し
、
そ
れ
か
ら
千

年
ほ
ど
降
っ
た
宋
の
時
代
の
朱
熹
が
『
論
語
集
注
』（
新
注
）
を
撰
述
し
、
そ
れ
が
広

く
行
わ
れ
た
こ
と
、
日
本
に
は
応
神
天
皇
の
時
に
伝
来
し
（
７
）、
日
本
人
に
よ
る
優
れ

た
注
釈
書
も
あ
る
こ
と
な
ど
の
記
述
は
（
８
）、
是
非
と
も
掲
載
す
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。

と
り
わ
け
、何
晏
『
論
語
集
解
』、朱
熹
『
論
語
集
注
』
に
つ
い
て
の
説
明
は
、後
述
（
第

六
節
）
の
如
く
必
須
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
行
の
教
科
書
に
は
そ
れ
が
全
く

見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
、『
論
語
』
は
成
立
当
初
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
ず
っ
と

変
わ
ら
ず
に
『
論
語
』
と
い
う
書
名
で
あ
っ
た
如
く
に
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

　

ま
た
、『
論
語
』
の
内
容
に
絡
ん
で
、
孔
子
は
貧
困
と
不
遇
の
中
、
多
く
の
弟
子
を

か
か
え
な
が
ら
、
十
数
年
の
間
諸
国
を
歴
遊
し
つ
つ
、
為
政
者
に
対
し
て
徳
を
説
き
続

け
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
中
核
を
な
す
も
の
は
「
仁
」
と
「
礼
」
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
、

そ
の
こ
と
は
教
科
書
に
明
確
に
記
述
す
べ
き
で
あ
る
し
、
で
き
れ
ば
ど
の
章
句
の
ど
の

部
分
に
「
仁
」
や
「
礼
」
が
表
れ
て
い
る
か
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
節
で
、
東
京

書
籍
の
教
科
書
に
は
「
仁
」
と
「
義
・
礼
・
智
・
信
」
の
記
述
が
見
ら
れ
、
学
校
図
書

は
「
信
」
と
「
礼
」、
三
省
堂
は
「
仁
」
に
触
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
残
念
な
が
ら
、

取
り
上
げ
た
章
句
と
当
該
の
記
述
が
十
分
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
、

中
学
生
に
対
し
て
、
少
し
で
も
孔
子
の
教
え
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
配
慮
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
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七
二

五
、
教
科
書
に
お
け
る
「
学
習
の
て
び
き
」

　

そ
れ
で
は
、
中
学
校
の
各
教
科
書
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
『
論
語
』
学
習
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
い
わ
ゆ
る
「
学
習
の
手
引

き
」
に
よ
っ
て
そ
れ
を
確
認
し
て
み
た
い
。

学
校
図
書
「
学
び
の
窓
」

〈
読
み
深
め
る
〉

❶ 

思
索
の
内
容
を
自
分
の
知
識
や
経
験
な
ど
で
補
い
、
生
き
生
き
と
捉
え
よ
う
。

①
「
成
長
と
共
に
」「
深
ま
る
心
」「
行
動
す
る
心
」
の
文
中
か
ら
、
次
の
よ
う
な
点
を

出
し
合
お
う
。

１ 

今
の
日
本
で
も
使
わ
れ
て
い
る
熟
語

２ 

今
の
日
本
に
も
通
用
す
る
考
え
方

３ 

自
分
の
生
活
に
照
ら
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

② 

そ
れ
ぞ
れ
の
孔
子
の
言
葉
は
、
ど
ん
な
人
物
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
場
面
で
い
わ

れ
た
言
葉
か
想
像
し
て
出
し
合
お
う
。

❷ 

漢
文
で
よ
く
出
て
く
る
字
に
注
意
し
て
訓
読
し
、
漢
文
の
訓
読
に
親
し
も
う
。

①
「
深
ま
る
心
」
の
、そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
を
「
而
」「
不
」「
則
」「
之
」「
乎
」「
為
」「
是
」

「
也
」
の
意
味
や
読
み
方
に
注
意
し
て
訓
読
し
よ
う
。

② 

繰
り
返
し
音
読
し
て
、
漢
文
訓
読
調
に
親
し
も
う
。

〈
ま
と
め
〉

❶ 

読
書
２
「
孔
子
―
隔
世
の
喜
び
」
を
読
ん
で
、
学
ぶ
喜
び
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と

や
考
え
た
こ
と
を
書
い
て
お
こ
う
。

〈
つ
い
た
力
を
確
か
め
よ
う
〉

言
葉
の
力　

孔
子
の
思
索
を
場
面
に
位
置
づ
け
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

考
え
る
力　

孔
子
の
思
索
を
生
き
生
き
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

知
識
や
技
術　

訓
読
法
に
慣
れ
訓
読
調
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

教
育
出
版
「
み
ち
し
る
べ
」

「
目
標
と
振
り
返
り
」

・
表
現
を
確
か
め
な
が
ら
、
内
容
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

・�

文
章
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
音
読
し
た
り
暗
唱
し
た
り
し
て
、
漢
文
の
表
現
に
慣

れ
る
。

〈
確
か
め
よ
う
〉

声
の
出
し
方
や
間
の
取
り
方
を
工
夫
し
て
、
書
き
下
し
文
を
音
読
し
た
り
暗
唱
し
た
り

し
よ
う
。

〈
深
め
よ
う
〉

1
孔
子
の
言
葉
か
ら
好
き
な
表
現
を
一
つ
選
び
、
そ
の
よ
さ
を
話
し
合
お
う
。

〈
考
え
よ
う
〉

ほ
か
に
も
『
論
語
』
の
言
葉
を
調
べ
、
心
に
響
い
た
表
現
や
内
容
に
つ
い
て
、
自
分
の

考
え
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

三
省
堂
「
学
び
の
道
し
る
べ
」

「
目
標
」

□�

漢
文
の
響
き
や
リ
ズ
ム
に
注
意
し
な
が
ら
読
み
、
孔
子
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を

捉
え
る
。

□�

『
論
語
』
の
こ
と
ば
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
人
間
の
生
き
方
に
つ
い
て
自
分
の
考
え

を
も
つ
。

〈
声
に
出
し
て
読
も
う
〉

1
漢
文
特
有
の
表
現
や
リ
ズ
ム
に
注
意
し
て
、
音
読
し
よ
う
。

〈
考
え
を
深
め
よ
う
〉

2
「
論
語
」
の
こ
と
ば
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
引
用
し
、
自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
事
柄

と
関
連
づ
け
て
、
考
え
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

〈
学
び
を
ひ
ろ
げ
よ
う
〉

『
論
語
』
か
ら
生
ま
れ
た
四
字
熟
語
に
「
温
故
知
新
」
が
あ
る
。
次
の
Ａ
・
Ｂ
を
比
べ
て
、

「
読
み
方
」「
表
記
の
仕
方
」「
受
け
る
印
象
」
な
ど
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

Ａ 
温
故
知
新　

 

Ｂ 

故
き
を
温
め
て
新
し
き
を
知
る
。

東
京
書
籍
「
て
び
き
」

座
右
の
銘
と
し
た
い
古
人
の
言
葉
を
選
び
、
自
分
の
考
え
を
書
こ
う
。

「
目
標
」

・
古
人
の
言
葉
を
読
み
味
わ
い
、
自
分
の
文
章
に
生
か
す
。

・
古
人
の
言
葉
を
引
用
し
、
自
分
の
考
え
を
書
く
。
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七
三

〈
読
み
取
る
〉

❶ 

訓
読
文
を
見
て
音
読
が
で
き
る
よ
う
に
、
繰
り
返
し
練
習
し
よ
う
。

❷ 
現
代
語
訳
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
に
表
れ
て
い
る
孔
子
の
考
え

方
を
捉
え
よ
う
。

〈
考
え
を
深
め
る
〉

❸ 「
論
語
」
の
言
葉
に
当
て
は
ま
る
よ
う
な
体
験
や
事
例
を
発
表
し
合
お
う
。

〈
書
く
〉

❹ 

座
右
の
銘
と
し
た
い
古
典
の
言
葉
を
一
つ
選
び
、
そ
の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
自

分
の
考
え
を
書
い
て
み
よ
う
。

光
村
図
書　

「
目
標
」

・
人
間
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
孔
子
の
考
え
方
を
自
分
た
ち
の
生
活
と
関
連
づ
け
て
考

え
よ
う
。

〈
冒
頭
〉
※
第
三
段
落

次
に
示
す
四
つ
の
章
句
を
声
に
出
し
て
読
み
、
孔
子
の
考
え
方
に
触
れ
て
み
よ
う
。
ま

た
、「
論
語
」
に
は
、
他
に
も
数
多
く
の
名
言
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
生

活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
言
葉
や
、
自
ら
を
励
ま
す
言
葉
、
友
だ
ち
や
後
輩
に
贈
り
た

い
言
葉
を
見
つ
け
て
み
よ
う
。

　

以
上
の
如
く
で
あ
る
。
大
略
、
二
つ
の
「
学
習
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
は
、『
論
語
』
の
内
容
面
に
関
し
て
、「
孔
子
の
も
の
の
見
方
・
考

え
方
を
理
解
す
る
こ
と
」で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、漢
文
と
い
う
形
式
面
に
関
し
て
、「
漢

文
の
訓
読
法
に
慣
れ
、
漢
文
訓
読
調
の
リ
ズ
ム
に
親
し
む
こ
と
」
で
あ
る
。
た
だ
、
第

一
の
「
学
習
」
に
し
て
も
、「
今
の
日
本
」「
自
分
の
生
活
」「
身
の
ま
わ
り
」
な
ど
の

文
言
に
顕
著
に
表
れ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
二
千
五
百
年
前
と
現
代
と
を
無
理
矢
理
に
、

一
足
飛
び
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
現
場
で
の
授
業
の
現
状

は
、こ
の
「
学
習
の
て
び
き
」
の
内
容
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
中
に
あ
っ

て
、
学
校
図
書
の
教
科
書
で
は
、
最
後
に
「
つ
い
た
力
を
確
か
め
よ
う
」
と
し
て
「
孔

子
の
思
索
を
場
面
に
位
置
づ
け
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
か
、「
孔
子
の
思
索
を
生

き
生
き
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
か
を
問
う
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
教
科
書
自
体
に
、

孔
子
の
思
索
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
手
立
て
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ

か
ら
、
絵
に
描
い
た
餅
に
し
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
高
度
な
「
学
習
」
は
、

成
り
立
ち
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
二
の
「
学
習
」
に
し
て
も
、
た
だ
ひ
た
す
ら
音
読
す
る
だ
け
で
は
、
漢
文

訓
読
調
の
リ
ズ
ム
を
、
雰
囲
気
と
し
て
多
少
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

訓
読
法
に
「
慣
れ
る
」
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
点
、
三
省
堂
と
東
京
書
籍
の
教
科
書
に

は
、「
漢
文
の
読
み
方
」
と
し
て
、「
返
り
点
」
を
指
導
す
る
コ
ラ
ム
的
な
教
材
が
用
意

さ
れ
て
い
る
（
逆
に
い
え
ば
、学
校
図
書
・
教
育
出
版
・
光
村
図
書
に
は
全
く
「
返
り
点
」

に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
れ
で
は
、
漢
文
訓
読
の
方
法
に
触
れ
る
こ
と
す

ら
で
き
な
い
）。
何
れ
に
し
て
も
、「
漢
文
の
読
み
方
」
と
は
「
漢
文
の
訓
読
法
」
に
他

な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
「
返
り
点
」
の
問
題
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
。

六
、
口
絵
写
真
を
利
用
し
た
『
論
語
』
の
授
業

　

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
絶
好
の
教
材
が
あ
る
。『
論
語
』
の
口
絵
写
真
を
掲

載
す
る
教
育
出
版
と
三
省
堂
の
教
科
書
で
あ
る
。
部
分
的
に
せ
よ
、
活
字
本
で
は
な
い
、

ま
さ
に
実
物
の『
論
語
』（
の
写
真
）を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る（
実
際
に
は
、

拡
大
し
て
使
用
す
る
）。

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
古
典
教
材
の
授
業
づ
く
り
に
、
当
該
古
典
作
品
の

諸
本
（
写
本
・
板
本
）
を
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
き
た
。『
論
語
』
の
ほ
ん
の
一

部
分
と
は
言
え
、
口
絵
写
真
を
新
た
な
授
業
づ
く
り
に
使
わ
な
い
手
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

六
・
一　

書
名
に
つ
い
て

　

上
が
教
育
出
版
、
下
が
三
省
堂
の
教
科
書
の
口
絵
写
真
で
あ
る
。
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七
四

　

教
育
出
版
の
も
の
は
、
下
段
に
「『
論
語
』
の
本
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
行

目
に
「
何
晏
集
解
」
と
あ
る
よ
う
に
、
実
は
何
晏
の
注
釈
書
『
論
語
集
解
』
で
あ
る
。

そ
の
点
三
省
堂
の
教
科
書
は
、
こ
れ
が
『
論
語
集
解
』
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

何
晏
の
『
論
語
集
解
』
は
、
第
四
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
魏
の
時
代
に
成
っ
た
「
古
注
」

と
言
わ
れ
る
注
釈
書
で
あ
っ
て
、『
論
語
』
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
推
測
の
域
を
出
な

い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
応
神
天
皇
の
時
代
、
西
暦
四
〇
〇
年
頃
に
将
来
さ
れ
た
『
論
語
』

と
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
『
論
語
集
解
』
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、

伝
存
す
る
古
い
時
代
の
『
論
語
』
は
、
ほ
と
ん
ど
『
論
語
集
解
』
で
あ
る
の
で
、
古
く

は
『
論
語
集
解
』
を
主
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
論
語
』
学
習
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。「
新
注
」
の
朱
熹
『
論
語
集
注
』
も
、
中
世
あ
た
り
か
ら
散
見
す
る
よ

う
に
な
る
が
、
爆
発
的
に
広
ま
る
の
は
、
周
知
の
如
く
、
朱
子
学
が
江
戸
幕
府
の
御
用

学
問
と
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
（
９
）。
こ
の
よ
う
に
、『
論
語
』
を
学
習
す
る
に
際

し
て
、
何
晏
『
論
語
集
解
』
と
朱
熹
『
論
語
集
注
』
は
、
決
し
て
外
す
こ
と
が
で
き
な

い
資
料
名
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

六
・
二　

典
拠
に
つ
い
て

　

教
科
書
の
口
絵
写
真
の
典
拠
に
つ
い
て
も
、
甚
だ
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ど
こ

か
ら
採
ら
れ
た
写
真
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
教
育
出
版
の
教

科
書
に
お
け
る
口
絵
写
真
の

典
拠
と
推
測
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
東
京
大
学
東
洋
文

化
研
究
所
蔵
（
安
田
文
庫
旧

蔵
）
正
平
本
『
論
語
集
解
』

で
、
正
平
本
（
あ
る
い
は
正

平
版
）
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、

日
本
の
南
北
朝
時
代
、
正
平

一
九
（
一
三
六
四
）
年
の

刊
記
を
有
す
る
板
本
で
あ
る

（
10
）。
こ
の
本
文
は
、中
国
の
『
古
逸
叢
書
』
や
『
四
部
叢
刊
』
に
も
採
ら
れ
た
如
く
、『
論

語
』
の
本
文
と
し
て
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
11
）。
東
洋
文
化
研

究
所
蔵
本
に
は
、
序
文
・
題
字
下
に
「
米
澤
蔵
書
」
の
蔵
書
印
（
朱
印
）
が
押
さ
れ
て

い
る
の
で
、
上
杉
家
の
直
江
兼
続
旧
蔵
と
知
ら
れ
、
室
町
時
代
中
期
に
板
行
さ
れ
た
も

の
と
目
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、教
科
書
下
段
の
「
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
」
な
る
注
記
は
、

全
く
の
誤
認
で
あ
る
。
加
え
て
、
現
に
施
さ
れ
て
い
る
訓
点
や
上
欄
注
・
傍
注
な
ど
と

合
わ
せ
、単
な
る
「
出
版
さ
れ
た
」
本
で
は
な
い
こ
と
も
諒
解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ち
な
み
に
、
こ
の
本
文
は
板
行
時
は
全
く
の
無
点
、
い
わ
ゆ
る
白
文
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
墨
点
（
カ
ナ
・
返
り
点
・
上
欄
注
・
傍
注
な
ど
）、
朱
点
（
合
符
・
合
点
・
句

切
点
な
ど
）
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
教
師
泣
か
せ
の
口
絵
写
真
、
注
記
で
あ
る
。

　

一
方
、
三
省
堂
の
教

科
書
の
口
絵
写
真
は
、

こ
の
早
稲
田
大
学
図
書

館
所
蔵
の『
論
語
集
解
』

に
よ
っ
て
い
る
も
の
と

推
測
さ
れ
る
（
12
）。「
醍

醐
／
忠
順
／
蔵
書
」
の

蔵
書
印
（
朱
印
）
も

全
く
同
じ
で
あ
る
（
13
）。

こ
れ
は
、
江
戸
前
期
の

儒
学
者･

伊
藤
東
涯
が

考
訂
し
た『
論
語
集
解
』で
、享
保
一
七（
一
七
三
二
）年
に
板
行
、寛
政
二（
一
七
九
〇
）

年
に
再
板
し
た
も
の
で
あ
る
（
14
）。
こ
の
本
文
に
は
、
す
で
に
板
行
時
に
訓
点
（
カ
ナ
・

返
り
点
・
合
符
）
が
付
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
付
刻
に
つ
い
て
も
、
確
認
し
て
お
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

六
・
三　

訓
点
に
つ
い
て

　

こ
う
し
た
訓
点
は
、
教
科
書
の
「
漢
文
の
読
み
方
」
と
関
連
付
け
て
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
だ
と
考
え
る
。

　

教
育
出
版
と
三
省
堂
の
教
科
書
は
、
偶
然
に
も
共
に
『
論
語
』
学
而
篇
の
章
句
「
学

而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。」
を
掲
げ
て
い
る
。
光
村
図
書
も
同
じ
箇
所
を
採
っ
て
い
る
。

こ
の
部
分
の
読
み
方
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
続
く
「
有
朋
自
遠
方
来
、

不
亦
楽
乎
。」
の
部
分
に
は
、
二
種
類
の
読
み
方
が
あ
る
。
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七
五

　

教
育
出
版
の
教
科
書
は
、「
有　

リ
レ
朋
自よ

リ
二
遠
方
一
来タ

ル、
不
二
亦
楽シ

カ
ラ

一

乎
。」
と
し
て
、「
朋

有
り
遠
方
よ
り
来
た
る
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
。」
と
訓
読
す
る
。
現
代
語
訳
は
、「
友
人

が
遠
く
か
ら
訪
ね
て
く
る
、
な
ん
と
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。」
と
あ
る
。

　

三
省
堂
の
教
科
書
は
、「
有
下
朋
、
自よ

リ
二
遠
方
一
来
上 タ

ル

、
不
二
亦
楽シ

カ
ラ

一

乎
。」
と
し
て
、「
朋
、

遠
方
よ
り
来
た
る
有
り
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
。」
と
訓
読
す
る
。
現
代
語
訳
は
付
さ
れ

て
い
な
い
（
光
村
図
書
は
三
省
堂
と
同
じ
）。
こ
の
教
科
書
に
は
、
第
五
節
に
触
れ
た

よ
う
に
、
コ
ラ
ム
的
な
「
漢
文
の
読
み
方
」
が
続
い
て
用
意
さ
れ
て
い
て
、「
返
り
点

の
確
認
」
項
目
中
の
「
③ 

上
・
下
点
」
の
用
例
と
し
て
、
再
度
「
有　

リ
下
朋と

も

、
自よ

リ
二
遠
方

一
来
上 タ

ル

。 

朋
、
遠
方
よ
り
来
た
る
有
り
。」
が
掲
げ
ら
れ
、
訓
読
す
る
漢
字
の
順
番
が
、

左
傍
に
「
６ 

１ 

４ 

２ 

３ 
５
」
の
如
く
示
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
、「
上
・
下
点
」

に
従
っ
て
、
最
後
に
「
有
」
字
を
読
む
構
文
と
理
解
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
部
分
の
訓
読
の
仕
方
に
は
、「
友
人
が
い
ま
す
、
遠
方
か
ら
き
ま
す
」

の
よ
う
に
、
二
段
階
で
解
釈
す
る
方
法
と
、「
友
人
で
、
遠
方
か
ら
来
る
人
が
い
ま
す
」

の
よ
う
に
、
全
体
を
一
ま
と
ま
り
と
し
て
解
釈
す
る
方
法
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
教
育
出
版
の
教
科
書
は
、
前
者
の
解
釈
を
志
向
す
る
訓
点
を
付
し
な
が
ら
、

そ
の
現
代
語
訳
は
後
者
の
解
釈
に
到
り
着
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
矛
盾
で
あ
る
。

　

こ
の
部
分
の
文
意
は
、
教
育
出
版
の
教
科
書
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
友
人
が
遠
く

か
ら
訪
ね
て
く
る
、
な
ん
と
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。」
の
如
く
に
解
釈
す
る
の
が

相
応
し
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
て
、
本
来
は
三
省
堂
や
光
村
図
書
に
示
さ
れ

る
「
有　

リ
下
朋
、
自よ

リ
二
遠
方
一
来
上 タ

ル

、
不
二
亦
楽シ

カ
ラ

一

乎
。」
が
適
当
だ
と
考
え
る
。
事
実
、
こ

の
部
分
の
訓
読
法
は
、
古
い
時
代
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
方
式
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
時

代
が
降
る
に
し
た
が
っ
て
、「
有　

リ
レ
朋
自よ

リ
二
遠
方
一
来

タ
ル、

不
二
亦
楽シ

カ
ラ

一

乎
。」
の
方
式
が
現

れ
、
次
第
に
そ
の
訓
読
法
が
多
数
を
占
め
る
に
至
っ
た
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
ち
な
み

に
、
教
育
出
版
の
出
典
『
漢
文
大
系
』
の
本
文
を
確
認
す
る
と
、「
有　

リ
下
朋
、
自ヨ

リ
二
遠
方

一
来
上

　
ル

、
不
二
亦
楽
一 カ

ラ

乎
。」
で
あ
り
、
三
省
堂
の
出
典
『
新
釈
漢
文
大
系
』
も
ま
た
、「
有

下
朋
、
自
二
遠
方
一
来
上
、
不
二
亦
楽
一
乎
。」
で
あ
っ
た
（
15
）。

　

た
だ
、
問
題
の
口
絵
写
真
を
参
照
す
る
と
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。

　

す
な
わ
ち
、
教
育
出
版
の
教
科
書
の
口
絵
写
真
を
詳
細
に
見
る
と
、
ど
う
見
て
も

「
有　

リ
下
朋ト

モ

、
自　

リ
二
遠
方
一
来
上 レ

ル
コ
ト

　

不
二
亦
楽タ

ノ
シ
カ
ラ

一

乎ヤ

。」
で
あ
っ
て
、
教
科
書
本
文
に
掲
載
さ

れ
る
「
有　

リ
レ
朋
自よ

リ
二
遠
方
一
来タ

ル、
不
二
亦
楽
一 シ

カ
ラ

乎
。」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
三

省
堂
や
光
村
図
書
の
教
科
書
の
訓
読
の
仕
方
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

逆
に
、
三
省
堂
の
教
科
書
の
口
絵
写
真
を
詳
細
に
見
る
と
、
ど
う
見
て
も
「
有　

リ
レ

朋
自　

リ
二
遠
方
一
来　

ル

、
不　

ヤ
二
亦
楽
一 シ

カ
ラ

乎
。」
と
な
っ
て
い
て
、
教
科
書
本
文
に
掲
載
さ
れ
る

「
有　

リ
下
朋
、
自よ

リ
二
遠
方
一
来
上 タ

ル

、
不
二
亦
楽
一 シ

カ
ラ

乎
。」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
教
育
出
版
の

教
科
書
の
訓
読
の
仕
方
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
漢
文
は
、
中
国
人
が
漢
字
を
用
い
つ
つ
、
中
国
語
を
記
述
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
本
来
は
い
わ
ゆ
る
白
文
で
、
訓
点
（
カ
ナ
・
返
り
点
な
ど
）
は
全
く
施
さ
れ

て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
を
日
本
人
が
、
日
本
語
で
も
っ
て
読
解
し
よ
う
と
し
た

時
に
、
中
国
語
と
日
本
語
と
の
間
に
言
語
的
な
相
違
が
あ
る
た
め
に
、
初
め
て
訓
点
と

い
う
記
号
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
教
科
書
本
文
の
『
論
語
』
の
訓
読
の
仕
方
と
、

口
絵
写
真
の
『
論
語
』
の
訓
読
の
仕
方
に
異
な
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
漢
文

の
訓
読
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
一
か
ら
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
、

格
好
の
材
料
・
手
立
て
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

七
、
む
す
び

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
『
論
語
』
の
授
業
改
善
の
方
法
に
つ
い
て
整
理
し

た
い
。 　

  　

（
１
）
漢
文
教
材
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
充
す
る
こ
と

　

現
行
の
中
学
校
教
科
書
に
お
け
る
漢
文
教
材
と
言
え
ば
、
散
文
の
『
論
語
』
と
、
韻

文
の
、
唐
代
の
漢
詩
数
編
が
採
択
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
、
同
じ
古
典
で

も
古
文
分
野
で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
韻
文
と
散
文
が
そ
れ
な
り
に
用
意

さ
れ
て
い
る
。
配
当
時
間
数
と
の
兼
ね
合
い
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
教
材
を

採
択
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
が
、
今
少
し
時
代
も
ジ
ャ
ン
ル
も
広
げ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
教
育
出
版
の
教
科
書
に
良
寛
の
漢
詩
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
日
本
人
が
作

成
し
た
漢
文
を
取
り
上
げ
る
の
も
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
古
事
記
』
や
『
日

本
霊
異
記
』
と
い
っ
た
早
い
時
期
の
変
体
漢
文
や
、
林
羅
山
、
新
井
白
石
、
荻
生
徂
徠
、

頼
山
陽
な
ど
近
世
の
学
者
に
よ
る
文
章
、
近
現
代
の
森
鷗
外
や
夏
目
漱
石
、
諸
橋
徹
次

な
ど
に
よ
る
漢
詩
文
も
興
味
深
い
。
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七
六

（
２
） 『
論
語
』
と
孔
子
に
関
す
る
周
到
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
こ
と

　

現
行
の
教
科
書
の
記
述
内
容
で
は
、『
論
語
』
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
、
い
つ
ど

の
よ
う
に
成
立
し
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
、
日
本
に
は
い
つ
伝
来
し
、
ど
の
よ

う
に
受
容
、
学
習
さ
れ
て
き
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
全
く
応
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
。『
論
語
』
と
い
う
書
名
、
何
晏
『
論
語
集
解
』、
朱
熹
『
論
語
集
注
』
と
の
関
係

に
つ
い
て
説
い
た
教
科
書
も
知
ら
な
い
。
同
様
に
、
孔
子
の
説
明
も
あ
ま
り
に
簡
略
に

す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
論
語
』
の
教
え
の
中
核
を
な
す
「
仁
」
や
「
礼
」
に
つ
い

て
の
解
説
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、「
学
習
の
手
引
き
」
で
求
め
ら
れ
て
い
る
「
孔
子

の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
」
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
や
そ

れ
を
受
容
、
学
習
し
た
中
国
人
や
日
本
人
の
、「
も
の
の
見
方
・
考
え
方
」
を
理
解
す

る
こ
と
は
（
推
測
す
る
こ
と
す
ら
）
無
理
で
あ
る
。
丁
寧
で
周
到
な
説
明
が
、
是
非
と

も
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
孔
子
の
時
代
と
現
代
と
の
相
違
を
認
識
す
る
こ
と

　

第
三
節
や
、
第
五
節
「
学
習
の
手
引
き
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
学
校
に
お
け
る
現

行
の
『
論
語
』
学
習
で
は
、「
今
の
日
本
」「
自
分
の
生
活
」「
身
の
ま
わ
り
」
な
ど
の

文
言
が
氾
濫
し
て
い
る
よ
う
に
、
孔
子
や
そ
の
弟
子
た
ち
が
活
躍
し
た
二
千
五
百
年
前

と
現
代
と
を
、無
理
矢
理
に
一
挙
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。そ
れ
が
、「
学

習
の
手
引
き
」
の
内
容
に
起
因
す
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
厳
に
慎
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
孔
子
の
時
代
に
お
け
る
『
論
語
』
の
中
身
（
教
え
）
を
考
え
、
孔
子
が
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
考

察
し
た
後
、
現
代
に
思
い
を
及
ぼ
し
て
も
遅
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
場
合

も
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
そ
の
時
々
の
『
論
語
』
の
受
容
、
学
習
の
仕
方
に
も
触
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
漢
文
学
習
に
は
「
返
り
点
」
の
学
習
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

　
「
学
習
の
手
引
き
」
で
は
、「
漢
文
の
訓
読
法
に
慣
れ
、
漢
文
訓
読
調
の
リ
ズ
ム
に
親

し
む
こ
と
」
を
求
め
て
い
る
が
、
漢
文
の
訓
読
法
に
慣
れ
る
た
め
に
は
「
返
り
点
」
の

学
習
が
不
可
欠
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
調
の
音
読
を
繰
り
返
し
、
リ
ズ
ム
に
慣
れ
る
た
め

に
は
、
実
は
「
返
り
点
」
を
理
解
し
、
慣
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
漢
文
の
訓
読

法
を
学
習
す
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
訓
点
（
カ
ナ
・
返
り
点
な
ど
）
が
施
さ
れ
て
い
な

い
白
文
を
読
解
す
る
た
め
に
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
訓
点
を
加
え
れ
ば
日
本
語
と
し
て

解
釈
で
き
る
か
を
探
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
加
点
さ
れ
た
訓
点
の
有
り
様
を
知
れ
ば
、

当
該
の
漢
文
の
解
釈
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
口
絵
写
真
を
最
大
限
利
用
す
べ
き
こ
と

　

古
典
教
材
の
授
業
づ
く
り
に
、
当
該
古
典
作
品
の
諸
本
（
写
本
・
板
本
）
を
活
用
す

べ
き
こ
と
は
何
度
も
述
べ
て
き
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
教
育
出
版
と
三
省
堂
の
教

科
書
に
『
論
語
』
の
口
絵
写
真
が
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
で
あ
る
。

ほ
ん
の
一
部
分
と
は
言
え
、
実
物
の
『
論
語
』（
の
写
真
）
を
新
た
な
授
業
づ
く
り
に

使
わ
な
い
手
は
な
い
の
で
あ
る
。
教
科
書
本
文
で
の
訓
読
の
仕
方
、
そ
の
出
典
本
文
で

確
認
さ
れ
た
訓
読
の
仕
方
、
さ
ら
に
口
絵
写
真
の
本
文
で
視
認
さ
れ
た
訓
読
の
仕
方
の

三
つ
を
比
較
・
検
討
し
、
様
々
な
矛
盾
を
総
合
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
文

の
訓
読
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
に
つ
い
て
、
原
点
ま
で
立
ち
返
り
一
か
ら
考
え
さ
せ

て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
本
物
の
持
つ
力
を
、
改
め
て
思
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

［
注
］

（
１
）
何
れ
も
拙
稿
、「
古
典
教
材
の
授
業
づ
く
り
―
『
平
家
物
語
』
敦
盛
の
最
期
を

め
ぐ
っ
て
―
」（『
新
大
国
語
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
）、「
古

典
教
材
の
授
業
づ
く
り
―
『
平
家
物
語
』
扇
の
的
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
新
潟

大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
九
巻
二
号
、
同
年
三
月
三
一
日
）、「
国
語
学

的
手
法
を
用
い
た
『
平
家
物
語
』
の
教
材
分
析
」（『
新
大
国
語
』
第
四
〇
号
、

二
〇
一
八
年
三
月
三
一
日
）、「『
平
家
物
語
』
の
新
た
な
授
業
づ
く
り
の
方
法

と
実
践
（
理
論
編
）」、（『
平
成
28
～
30
年
度
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
』、

二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
）、「『
徒
然
草
』
の
新
た
な
授
業
づ
く
り
の
方
法
―

第
九
二
段
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
新
大
国
語
』
第
四
一
号
掲
載
予
定
）、「
古
典
教

材
の
授
業
づ
く
り
―『
お
く
の
ほ
そ
道
』平
泉
・
光
堂
の
句
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
こ

と
ば
と
く
ら
し
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
一
日
）。

（
２
）「
魯
迅
「
故
郷
」
の
新
た
な
授
業
づ
く
り
の
方
法
―
井
上
紅
梅
訳
・
原
文
と
の

比
較
―
」（『
新
潟
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
一
三
巻
一
号
、
二
〇
二
〇
年

一
〇
月
三
一
日
）。

（
３
）
一
覧
に
示
し
た
よ
う
に
、漢
詩
は
杜
甫
、李
白
、孟
浩
然
が
中
心
で
、他
に
王
維
、

柳
宗
元
、
王
翰
な
ど
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
唐
代
の
詩
人
で
あ
る
。
そ
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七
七

の
中
で
、
教
育
出
版
の
教
科
書
に
は
日
本
・
江
戸
時
代
に
お
け
る
良
寛
の
漢
詩

「
擔
薪
下
翠
岑
」
が
採
ら
れ
て
い
る
点
に
独
自
性
が
あ
る
。

（
４
）『
漢
文
大
系
』（
一
九
八
四
年
、
冨
山
房
、
初
版
一
九
〇
九
年
）
の
出
典
は
、

江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
・
安
井
息
軒
の
『
論
語
集
説
』
で
あ
る
。
何
晏
の

『
論
語
集
解
』
を
底
本
と
し
て
、
朱
熹
の
『
論
語
集
注
』
を
始
め
、
日
中
の
諸

注
釈
書
を
広
く
集
め
て
お
り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。『
新
釈
漢
文
大
系
』

（
一
九
八
二
年
、
明
治
書
院
、
初
版
一
九
六
〇
年
）
は
、
朱
熹
の
『
論
語
集
注
』

を
底
本
と
し
、
清
・
劉
宝
楠
の
『
論
語
正
義
』
を
参
考
と
し
た
も
の
で
あ
る

（
５
）
二
〇
一
九
年
九
月
一
九
日
、
同
校
・
小
黒
成
寛
教
諭
の
公
開
授
業
に
よ
る
。

（
６
）
何
れ
も
電
子
辞
書
版
の
記
載
内
容
に
よ
っ
た
。

（
７
）
日
本
の
正
史
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
応
神
天
皇
一
五
年
に
百
済
か
ら
阿

直
岐
が
遣
わ
さ
れ
、
太
子
・
菟
道
稚
郎
子
の
師
と
な
っ
た
こ
と
、
翌
一
六
年
に

は
王
仁
が
遣
わ
さ
れ
、
同
様
に
菟
道
稚
郎
子
の
師
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
は
阿
直
岐
や
王
仁
が
将
来
し
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
記
述

は
な
い
が
、『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
王
仁
（『
古
事
記
』
で
は
和
迩
吉

師
、
阿
直
岐
は
阿
知
吉
師
と
表
記
さ
れ
る
）
は
、「
論
語
十
巻
・
千
字
文
一
巻
、

并
十
一
巻
」
を
将
来
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
へ
の
漢
字
漢
文
の

「
正
式
な
」
伝
来
の
時
期
と
さ
れ
て
い
る
。
応
神
天
皇
一
六
年
は
、『
日
本
書
紀
』

に
し
た
が
え
ば
西
暦
二
八
五
年
に
当
た
る
よ
う
で
あ
る
が
、
応
神
天
皇
を
実
在

の
人
物
と
し
て
見
た
場
合
、
お
よ
そ
西
暦
四
〇
〇
年
代
初
頭
の
こ
と
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
伊
藤
仁
斎
『
論
語
古
義
』、
荻
生
徂
徠
『
論
語
徴
』、
安
井
息
軒
『
論
語
集
説
』

な
ど
が
あ
る
。何
れ
も
、朱
熹
以
前
の
解
釈
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、『
論

語
』
註
釈
史
上
優
れ
た
著
作
と
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
江
戸
時
代
前
期
の
朱
子
学
派
の
儒
学
者
・
林
羅
山
（
道
春
）
が
、
将
軍
・
徳

川
家
康
の
侍
講
と
な
り
、
外
交
文
書
や
諸
法
度
の
起
草
な
ど
に
当
た
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
林
羅
山
に
つ
い
て
は
、『
日
本
大
百
科
全
書
』
に
、「
天て

ん

正し
よ
う

一
一
年
八
月
に
京
都
に
生
ま
れ
る
。
一
五
九
五
年
（
文
禄
四
）
に
臨り

ん

済ざ
い

宗

の
建け

ん

仁に
ん

寺じ

に
入
っ
て
、
儒
学
と
仏
教
を
学
ん
だ
が
、
一
五
九
七
年
（
慶
長
二
）

に
家
に
帰
っ
て
の
ち
は
も
っ
ぱ
ら
儒
書
を
読
み
、
朱
子
の
章
句
、
集し

つ

注ち
ゆ
う（

四
書

の
注
釈
）
を
研
究
し
て
宋そ

う

学が
く

に
傾
倒
し
、
仏
教
を
排
撃
し
た
。
一
六
〇
四
年
よ

り
藤ふ

じ

原わ
ら

惺せ
い

窩か

に
師
事
し
、
そ
の
推
薦
で
一
六
〇
七
年
徳
川
幕
府
に
召
し
抱
え
ら

れ
、
以
後
、
家い

え

康や
す

、
秀ひ

で

忠た
だ

、
家い

え

光み
つ

、
家い

え

綱つ
な

の
四
代
将
軍
に
仕
え
、
侍じ

講こ
う

と
し
て

儒
書
や
史
書
を
講
じ
た
。
ま
た
つ
ね
に
将
軍
の
傍
ら
に
あ
っ
て
、
儀
式
・
典
礼

の
調
査
、
法は

つ

度と

の
制
定
や
古
書
・
古
記
録
の
採
集
・
校
訂
、
外
交
文
書
の
起
草

に
あ
た
っ
た
。（
中
略
）
家
康
が
羅
山
を
召
し
抱
え
た
の
は
、
羅
山
の
信
奉
し

た
朱
子
学
を
理
解
し
、
そ
れ
が
新
し
い
封
建
制
度
を
持
す
る
こ
と
を
認
め
た
か

ら
で
は
な
く
、
主
と
し
て
羅
山
の
学
殖
を
政
治
の
実
際
に
役
だ
て
よ
う
と
し
た

か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
朱
子
学
の
思
想
と
徳
川
封
建
政
治
の
理
念
と
の
間

に
内
面
的
関
係
が
存
在
し
、
こ
の
関
係
が
羅
山
の
子
孫
を
し
て
代
々
大だ

い

学が
く

頭の
か
みと

し
て
幕
府
の
文
教
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
、
朱
子
学
を
し
て
幕
藩
体
制
を
支
持
す
る

官
学
た
ら
し
め
た
ゆ
え
ん
と
考
え
ら
れ
る
。」
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

  

（
10
）
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
。「
安
田
弘
先
生
捐
贈
正
平
本
『
論
語
』

等
十
一
種
」（
橋
本
秀
美
・
元
助
教
授
解
説
）
に
よ
る
。http://ricas.ioc.

u-tokyo.ac.jp/asj/htm
l/036.htm

l 20191108

ア
ク
セ
ス
。
橋
本
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
本
資
料
は
川
瀬
一
馬
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』（
一
九
四
三
年
、

講
談
社
）
に
も
記
述
が
あ
る
。

  

（
11
）『
古
逸
叢
書
』（
一
八
八
四
年
、
黎
氏
日
本
東
京
使
署
）
は
、
清
末
に
黎
庶

昌
に
よ
っ
て
、
中
国
で
は
す
で
に
失
わ
れ
た
善
本
を
日
本
で
収
集
し
、
覆
刻
・

出
版
さ
れ
た
叢
書
で
あ
る
。『
四
部
叢
刊
』（
一
九
一
九
～
一
九
三
六
年
、
上
海

商
務
印
書
館
）
は
、
中
華
民
国
の
張
元
済
ら
が
、
長
期
に
亘
っ
て
四
部
（
経
・

史
・
子
・
集
）
の
主
要
な
古
典
を
選
び
、
影
印
・
出
版
し
た
叢
書
で
あ
る
。
初

編
、
続
編
、
三
編
を
合
わ
せ
て
四
六
八
種
の
資
料
が
発
刊
さ
れ
た
。

　
（
12
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。
書
誌
に
享
保
一
七
年
刊
の
再
板
と
あ
る
。

https://w
w
w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/ro12/ro12_00525/
index.htm

l 20191108

ア
ク
セ
ス
。

  

（
13
）
醍
醐
忠
順
は
、
江
戸
末
期
の
公
卿
。
仁
孝
天
皇･

孝
明
天
皇･

明
治
天
皇

の
三
代
に
仕
え
た
。

  （
14
）
伊
藤
東
涯
は
、（
注
８
）
に
掲
げ
た
『
論
語
古
義
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、

江
戸
初
期
の
儒
学
者
・
伊
藤
仁
斎
の
長
男
で
あ
る
。
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七
八

  （
15
）
注
（
４
）
に
掲
げ
た
よ
う
に
、『
漢
文
大
系
』
は
安
井
息
軒
の
『
論
語
集
説
』

を
出
典
と
す
る
が
、『
論
語
集
説
』
は
何
晏
の
『
論
語
集
解
』
を
底
本
と
し
て

い
る
。
一
方
『
新
釈
漢
文
大
系
』
は
、
朱
熹
の
『
論
語
集
注
』
を
底
本
と
し
て

い
る
。
基
づ
く
資
料
が
異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
つ
な
が
ら
「
有
下
朋
、
自

二
遠
方
一
来
上
、
不
二
亦
楽
一
乎
。」
の
方
式
の
訓
読
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、『
論
語
集
解
』
と
『
論
語
集
注
』
と
の
違
い
に
よ
っ
て
、
訓
読
の

仕
方
が
異
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

［
付
記
］

　

本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
四
日
・
一
五
日
の
両
日
、
新
潟
大
学
東
京
事
務
所
（
東

京
工
業
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
開
催
の
、
本
年

度
第
二
回
・
日
本
語
書
記
史
研
究
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
す
る
予
定
だ
っ
た
内
容
が
骨

子
と
な
っ
て
い
る
。
同
研
究
会
は
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
中
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

　

な
お
、
本
稿
はJSPS

科
研
費(

基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
課
題
番
号19H

01667

）
の
成

果
の
一
部
で
あ
る
。�
（
二
〇
二
〇
年
三
月
三
日
成
稿
）


